
2010年（平成22年）9月13日　第1324号（4）レノナヤジ庫兵週刊（毎週月曜日発行）（第三穫郵便物認可）

○
県
立
美
術
館
の
「
水
木
ル
甜
る
」
屡
○

／
／

叫

開
幕
鍋
田
曜
池
田

の
藤
嶋
静
さ
ん

県
立
美
術
館
（
神
戸
市
中
央
　
特
別
展
「
水
木
し
げ
る
・
妖

区
海
岸
達
）
で
開
か
れ
て
い
る
　
怪
図
鑑
」
の
入
場
者
が
2
日
、

1
0
万
人
に

達
し
た
。

同
屡
は
7

月
3
1
日
に

開
暮
し
、

1
0
月
3
日

ま
で
開
催

の
予
定
。

ち
ょ
う

ど
1
0
万
人

冒
に
な
っ

た
の
は
、

池
田
市
の

藤
嶋
静
さ
ん
（
7
0
）
。
こ
の
日
、

夫
の
輝
義
さ
ん
と
訪
れ
、
会
場

入
口
で
係
員
に
菖
げ
ら
れ
て

知
っ
た
。

蓑
豊
館
長
か
ら
、
水
木
さ
ん

が
描
い
た
額
入
り
の
絵
や
展
覧

会
の
図
録
な
ど
の
記
念
品
を
贈

ら
れ
た
静
さ
ん
は
、
「
晴
天
の

壁
歴
（
へ
き
れ
き
）
で
す
。
子

育
て
時
代
に
水
木
さ
ん
の
作
ロ
皿

に
ふ
れ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
、

人
間
的
な
魅
力
に
ひ
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
額
は
大
切
に

し
て
飾
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

県貢少年課と県
青少年本部が準備

県
主
Ｒ
少
年
課
と
県
ま
Ｒ
少
年
本
部
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
事
業
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
に
参
加
し
た
青
少
年
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
就
職
活
動
に
生
か
せ
る
シ
ス
テ
ム

「
ひ
ょ
う
≦
胃
少
年
社
会
貢
献
キ
ャ
リ
ア
認
定
制
度
」
の
構
築
を
目
指
し
て
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。

「
就
活
に
有
利
」
「
風
樹
発
掘
」
の
効
果
も

す
で
に
翠
デ
ル
事
業
を
実
施

＝ｌ日日＝ｌｌＨ【日日日日＝

社
会
の
担
い
手
と
し
て

意
識
の
高
い
若
い
人
材
の

育
成
や
青
少
年
団
体
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
実
施
す

蓑
館
長
（
左
端
）
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
品
を

手
に
す
る
藤
嶋
さ
ん
夫
婦

姫路市安富町で行われたモデル事業

る
も
の
だ
が
、
大
学

生
な
ど
に
と
っ
て
は

「
就
活
に
有
利
」
、
企

業
サ
イ
ド
に
は
「
人

材
発
掘
」
の
効
果
も

も
た
ら
す
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
す
で

に
、
モ
デ
ル
事
業
を

決
め
て
、
制
度
の
試

行
を
始
め
て
い
る
。

制
度
の
仕
阻
み

は
、
①
青
少
年
育
成

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
行
う
社
会
貢
献
事
業
の
う

ち
、
制
度
に
ふ
さ
わ
し
い
事

業
を
県
青
少
年
本
部
が
承
認

②
企
業
は
、
制
度
へ
の
参
画

を
意
思
表
示
し
て
活
用
③

承
認
事
業
に
参
加
し
修
了
し

た
青
少
年
に
は
修
了
証
を
交

付
、
企
業
の
採
用
試
験
の
際

に
は
キ
ャ
リ
ア
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
…
と
い
う
も
の
。

こ
の
制
度
の
運
用
な
ど
に

つ
い
て
協
議
す
る
検
討
委
員

会
は
、
県
青
少
年
本
部
を
は

じ
め
、
県
経
営
者
協
会
、
連

合
丘
ハ
庫
、
丘
ハ
匪
労
働
局
、
県

立
大
学
、
有
力
企
業
5
社
な

ど
15
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
8
月
に
は
豊
岡
市
但
東

町
や
姫
路
育
委
富
田
で
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
て
い
る
。

制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
、
県
竃
少
年
課
（
0
7
8
・

3
6
2
・
3
1
4
1
）
。
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「
自
分
ら
し
さ
で

波
に
決
め
ま
』
宅
」

田
舎
暮
ら
し
ア
ピ
甘
ル
ポ
ス
タ
甘

Ｊ
Ｒ
太
阪
駅
な
ど
で
定
住
誘
い

「
自
分
ら
し
さ
で
丹
波
に

決
め
ま
し
た
。
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
し
た
「
田
舎
暮

ら
し
は
丹
波
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
が

8
月
下
旬
か
ら
今
月
上
旬
に

か
け
て
京
阪
神
問
の
1
Ｒ
、

阪
急
の
主
要
駅
で
掲
示
さ

れ
、
関
心
を
集
め
た
。

都
市
住
民
に
丹
波
地
域
へ

水
質
保
全
学
ぶ
海
外

研
修
員
7
人
が
金
澤

副
知
事
と
意
見
交
換

閉
鎖
性
海
域
を
は
じ
め
と

し
た
水
質
環
境
の
保
全
技

術
、
知
識
を
学
ぶ
た
め
来
県

し
た
海
外
研
修
ロ
貝
が
7
日
午

後
、
県
公
館
に
金
澤
副
知
事

を
表
敬
訪
問
し
た
。

国
際
協
力
機
関
（
1
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
兵
庫
国
際
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
委
託
を
受
け
、
国
際
エ

メ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
「
鞋
序
域
・

内
湾
及
び
そ
の
集
水
域
に
お

け
る
統
合
的
水
環
境
管
理

コ
ー
ス
」
の
研
修
員
で
、
今

回
は
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ

ン
な
ど
4
カ
国
か
ら
7

人
が
参
加
し
た
。

今
月
か
ら
約
2
カ
月

間
に
わ
た
り
、
県
内
外

の
研
究
、
環
境
関
連
施

設
な
ど
で
講
義
や
実
習

な
ど
の
研
修
を
受
け

る
。金

澤
副
知
事
は
、
瀬

戸
内
海
の
環
境
保
全
に

取
り
阻
ん
で
き
た
経
障

を
説
明
し
、
「
豊
か
で
美
し

い
海
を
取
り
戻
す
た
め
、
懸

命
の
努
力
を
し
て
い
る
。
研

修
の
実
り
を
上
げ
、
母
国
の

環
境
問
題
解
決
に
撃
止
て
て

ほ
し
い
。
一
層
の
活
躍
を
」

と
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
、
研
修
員
が
「
日

本
と
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
国

と
共
同
し
て
環
境
問
題
の
解

決
に
当
た
り
た
い
」
「
日
本

文
化
も
深
く
理
解
し
た
い
」

と
研
修
ス
タ
】
ト
に
向
け
て

抱
負
を
語
っ
た
。

ま
た
、
金
澤
副
知
事
は
「
大

震
災
か
ら
1
5
年
が
経
過
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
被
災
し

た
人
か
ら
体
験
談
を
直
接
聞

い
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
役
に

立
つ
こ
と
が
多
い
は
ず
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

．
谷
公
一
衆
院
議
員
が

政
経
セ
ミ
ナ
1
開
催

「
前
へ
の
心
意
気
で
」

「
民
主
党
の
代
表
選
が
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
て
い
る

が
、
▼
経
済
・
景
気
対
策
が
ま

と
も
に
議
論
さ
れ
て
い
な

い
。
参
院
選
後
は
数
台
状
況

が
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、

自
民
党
が
求
め
る
政
策
を
実

ま
ず
、
元
日
弁
連
会
長
の

久
保
井
一
匡
後
援
会
長
が

「
政
治
の
混
迷
で
国
民
の
不

安
が
増
幅
。
本
当
に
力
の
あ

現
し
て
い
き
た
い
」
と
白

民
党
の
今
竺
衆
院
議
員

が
語
っ
た
。

5
日
午
後
、
豊
岡
市
内

の
ホ
テ
ル
で
弁
護
士
の
丸

山
和
也
参
院
議
員
を
講
師

に
招
い
て
政
経
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
、
約
6
0
0
人
の

支
持
者
ら
が
激
励
コ
ー
ル

を
送
っ
た
。

る
政
治
家
を
送
り
出
す
責
任

が
あ
る
」
と
支
持
を
求
め
た
。

次
い
で
末
松
儀
介
参
院
議

員
は
「
政
治
家
が
地
域
に
限

付
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。
地
方
行
政
の

中
心
を
担
っ
て
き
た
総
合
力

に
期
待
し
た
い
」
と
言
葉
を

贈
っ
た
。

次
い
で
谷
衆
院
議
員
は

「
民
主
政
権
に
な
っ
て
地
方

は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い

る
。
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ

前
へ
前
へ
の
心
意
気
で
が
ん

ば
り
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や

し
た
。こ

の
後
、
丸
山
参
院
議
員

が
「
1
％
の
挑
戦
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
、
民
主
党
代
表
選

に
も
ふ
れ
つ
つ
持
ち
前
の
話

術
で
会
場
を
滞
か
せ
な
が
ら

「
長
生
き
の
た
め
に
は
書
手

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
。

挑
戦
を
決
め
た
時
か
ら
人
生

は
開
け
る
」
な
ど
と
日
野
原

重
明
民
ら
の
言
葉
を
引
用
し

て
説
い
て
い
た
。

タ
イ
の
教
育
関
係
者

1
1
人
相
互
訪
問
で
来

県
、
教
育
長
を
表
敬

県
教
育
委
員
会
と
タ
イ
教

育
省
が
共
同
実
施
す
る
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
教
育
関

係
者
交
流
事
業
」
に
参
加
す

る
タ
イ
の
教
育
関
係
者
ら
1
1

人
が
6
日
、
県
公
館
に
大
西

孝
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

県
と
タ
イ
の
教
育
関
係
者

が
相
互
訪
問
し
、
授
業
見
学

や
文
化
施
設
の
視
察
な
ど
実

地
体
験
を
達
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
活
動
に
撃
⊥
て
る
の

が
目
的
。
今
年
で
5
年
目
を

迎
え
る
。
県
側
か
ら
は
8
月

中
旬
に
同
国
を
訪
問
し
た
。

今
回
、
来
日
し
た
の
は
タ

イ
教
育
省
職
員
及
び
学
校
の

校
長
、
教
頭
ら
ｎ
人
。
昨
年

度
、
同
事
業
で
タ
イ
を
訪
れ

た
大
西
教
育
長
は
「
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
の
国
の
文
化
に

誇
り
を
持
ち
、
郷
土
、
人
を

思
い
や
る
心
に
感
動
し
た
。

最
も
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て

示
唆
を
い
た
だ
い
た
」
と
感

想
を
語
り
、
「
県
で
は
高
校

教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
感
じ
た
意
見
を
伝
え
て

ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

タ
イ
教
育
省
の
ジ
ャ
ク
ラ

パ
ン
・
オ
ン
ノ
ム
国
際
交
流

課
長
は
「
相
互
交
流
を
通
じ

て
タ
イ
の
教
育
は
改
善
し
て

の
定
住
や
新
規
就
農
を
Ｐ
Ｒ

Ｌ
よ
う
と
丹
波
県
民
居
と
篠

山
、
丹
波
両
市
が
共
同
で
作

成
し
た
。

実
際
に
都
会
か
ら
丹
波
へ

移
住
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
実

践
し
て
い
る
若
い
夫
婦
を
モ

デ
ル
に
起
用
。
笑
顔
で
曲
辰
作

業
に
励
む
姿
か
ら
、
丹
波
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
白
ら

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
大
切

に
す
る
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
さ

大
阪
駅
に
掲
示
さ
れ
た
ジ
ャ

ン
ボ
ポ
ス
タ
ー

せ
る
デ
ザ
イ
ン
。
田
舎
暮
ら

し
相
談
窓
口
の
電
話
番
雪
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
に
は
タ
テ
約

2
㍍
、
ヨ
コ
約
4
㍍
の
特
大

ジ
ャ
ン
ボ
ポ
ス
タ
ー
が
張
り

出
さ
れ
、
そ
の
巨
大
さ
か
ら

イ
ン
パ
ク
ト
爾
点
。
駅
を
利

用
す
る
多
く
の
人
に
丹
波
で

の
新
規
就
農
、
新
生
活
を
誘

っ
た
。

そ
の
他
、
京
阪
神
エ
リ
ア

の
7
2
駅
で
は
Ｂ
ｌ
サ
イ
ズ
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
、
大
阪
環

状
線
12
駅
で
は
液
晶
東
光
表

示
を
行
っ
た
。

掲
示
中
、
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
何
件
か
あ
り
、
中
に

は
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
駅
か

ら
電
話
を
か
け
て
く
る
若
い

男
性
も
い
た
と
い
う
。

丹
波
県
民
局
で
は
、
「
こ

い
る
。
日
本
に
あ
っ
て
タ

イ
に
な
い
も
の
を
学
ん
で

帰
り
た
い
。
教
育
の
改
善

は
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
」
と
訴
え
た
。

こ
の
後
、
一
行
は
1
2
日

ま
で
に
県
立
西
官
高
校
な

ど
3
校
と
、
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察

し
た
。
1
3
日
に
帰
国
す
る
。

れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
機

会
、
手
法

で
地
域
の
魅

力
、
田
舎
暮

ら
し
の
良
さ

を
伝
え
、
交

流
人
口
、
定

住
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ

て
い
き
た

い
」
と
話
し

て
い
る
。


